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MISSIONとVISION

MISSION

VISION

「教育」を通して、世界中の人に

「人生の新たなステージ(春)」を届ける。

「教育」でNo.1へ。



6

企業概要

会社名 株式会社スプリックス

設立 1997年1月

代表者 代表取締役社長 常石 博之

所在地

長岡本社
新潟県長岡市東坂之上町2-2-1

資本金 1,4４４万円（２０２４年９月末）

事業内容 学習塾および教育関連事業

連結従業員数 1,490人（202４年9月末）

上場市場 東証スタンダード

決算月 9月

東京本部
東京都渋谷区桜丘町１−１
渋谷サクラステージ SHIBUYAタワー22F
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森塾

51.2%

湘南ゼミナール

28.5％

河合塾マナビス

9.8％ その他

10.5％

事業セグメント別売上高構成比

（2024年9月期・連結）

事業概要（事業セグメント）

森塾
小・中・高校生を対象とした、先生1人に生徒2人までの個別指導型の学習塾
中学生を対象に成績保証制度を導入

湘南ゼミナール
小・中・高校生を対象とした集団指導型の進学塾
発祥である神奈川県を中心に展開

河合塾マナビス
現役高校性を対象に映像授業と対人サポートを組み合わせた大学進学塾
フランチャイジーとして事業を展開

その他(教育関連サービス）

自立学習RED

そら塾

テキスト販売等

東京ダンスヴィレッジ

基礎学力事業

その他

小・中・高校生を対象に教育ITを活用し生徒の
進度にあわせた学習プログラムを提供

小・中・高校生を対象とした先生1人に
生徒2人までのオンライン型個別指導塾

「フォレスタ」シリーズ、
「フォレスタデータベース」の販売

社会人を対象としたダンススクールの運営

国際基礎学力検定「TOFAS」の開発・運営・販売、
AIタブレットで基礎学力を養成する「DOJO」

プログラミング学習サービス「QUREO」の
開発・販売、「プログラミング能力検定」の
開発・運営・販売 等
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成長戦略の概要

⚫ グローバルに統一された
学力測定ニーズが顕在化

⚫ 世界中でオンラインによる
学びが加速

⚫ ターゲットとする
ミドル層の生徒数と
生徒単価は緩やかに増加

戦略１ 戦略２

学習塾事業の基盤強化 基礎学力のパイオニアへ

基礎学力事業へFY2023-2025に集中投資

安定した伸びの学習塾事業の収益を
急速に拡大する基礎学力事業の投資へ



2. FY2024業績
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FY2024 総括

⚫スプリックス、湘南ゼミナールともに過去最高売上高を更新

⚫森塾の生徒数・新規開校はともに順調

⚫研究開発投資を抑制するも、
TOFAS累計受験者数目標1000万人を１年前倒しで達成

ブランド確立期
（上場～2020年）

拡大期
（2021～
2022年）

We are here!

MISSIONへの挑戦
2023・2024・2025
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FY2024 決算概要

（単位：百万円）

FY2023
（実績）

FY2024
（実績）

増減金額
〈増減率、％〉

要因

売上高 30,363 31,860 +1,497
(＋4.9%) • スプリックス単体は、森塾の生徒数の

堅調推移により売上高は増加

• スプリックス単体は、本部移転コスト及びシ
ステム関連費用の増加、海外事業投資の継
続、計画通りの積極的な人員採用進捗の影
響などにより、計画通り営業利益は減少

• ㈱湘南ゼミナールは、湘南ゼミナールの授
業料単価のアップ・講習参加率の向上に加
え、河合塾マナビスの生徒数改善等の影響
により、売上高・営業利益共に増加

営業利益
（利益率、％）

1,318
（4.3%）

1,093
（3.4%）

△224         
(△17.0%)

EBITDA
（利益率、％）

2,521
(8.3%）

2,249
(7.1%）

△272
(△10.8%)

親会社に帰属する
純利益

（利益率、％）

561
（1.8%）

500
（1.6%）

△61
(△10.9%)

⚫売上高 ： 森塾、湘南ゼミナール共に堅調に推移したことで、連結ベースでの売上高は増加

⚫営業利益 ： 本部移転コスト及びシステム関連費用の増加、スプリックス単体の海外事業投資の継続、
計画通りの積極的な人員採用進捗の影響などにより、計画通り営業利益は減少
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FY202４ 期初予想に対する進捗状況

（単位：百万円）

FY2024
（予想）

FY2024
（実績）

進捗率
（%）

売上高 32,050 31,860 99.4%

営業利益
（利益率、％）

1,050
(3.3%)

1,093
（3.4%）

104.2%  

EBITDA
（利益率、％）

2,350
（7.3％）

2,249                                        
(7.1%）

95.7%

親会社に帰属する
純利益

（利益率、％）

450
（1.4％）

500
（1.6%）

111.1%

(注) ・連結予想は2023年11月10日に開示したものになります

⚫ 授業料単価が期初予想から僅かに下振れた影響から売上高は若干未達だが、主要KPIの達成によ
り学習塾事業は堅調推移

⚫ 営業利益は、海外事業を中心とした効率的な営業活動により研究開発費を抑制し期初予想に対して
104.2％で着地
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スプリックス単体 （株）湘南ゼミナール

FY2024-4Q- 売上高の分析（四半期ごとの推移）

(百万円）

(注) ・ スプリックス単体と（株）湘南ゼミナールの営業成績を表す連結相殺前の数値。合計値は連結売上高とは相違
・ ㈱湘南ゼミナールは2021 2Qより連結対象会社へ
・ ２０２４ １Qから、㈱湘南ゼミナール運営の森塾は、スプリックスが継承

四半期売上高

⚫ スプリックス単体は森塾の大阪府内12教室が順調に立ち上がり、生徒数の堅調推移を主因として
売上高は増加

⚫ ㈱湘南ゼミナールは、湘南ゼミナールの授業料単価のアップ・講習参加率の向上に加え、河合塾
マナビスの生徒数改善等の影響により、売上高増加
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FY2024 売上高の差異分析（前年同期比）

⚫ 森塾セグメントは、森塾の大阪府内12教室が順調に立ち上がり、生徒数の堅調推移を主因として
売上高は増加

⚫ ㈱湘南ゼミナールは、湘南ゼミナールの授業料単価のアップや講習参加率の向上等により売上高
は増加

⚫ 河合塾マナビスセグメントは、全学年の生徒数の増加により売上高は増加

⚫ その他売上高はそら塾事業、東京ダンスヴィレッジ事業を中心に増加

（百万円）

FY2023
売上高

FY2024
売上高

森塾
セグメント
売上高増加

湘南ゼミナール
セグメント
売上高増加

河合塾マナビス
セグメント
売上高増加

その他
売上高増加

30,363

31,860

784

288

41015
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スプリックス単体 （株）湘南ゼミナール

FY2024-4Q- 営業利益の分析(四半期ごとの推移)

⚫ スプリックス単体は、本部移転コスト及びシステム関連費用の増加、海外事業投資の継続、計画通
りの積極的な人員採用進捗の影響などにより、計画通り営業利益は減少

⚫ ㈱湘南ゼミナールは、湘南ゼミナールの授業料単価アップ・講習参加率の向上に加え、河合塾マナ
ビスの生徒数改善等の影響により営業利益が増加

(百万円） 四半期営業利益

(注)・ ㈱湘南ゼミナールは2021 2Qより連結対象
・ ２０２４ 1Qから、㈱湘南ゼミナール運営の森塾はスプリックスが継承
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スプリックス
施設費
増加

FY202４ 営業利益の差異分析（前年同期比）

⚫ スプリックス単体は、本部移転コスト及びシステム関連費用の増加、海外事業投資の継続、
計画通りの積極的な人員採用進捗の影響などにより、計画通り営業利益は減少

⚫ ㈱湘南ゼミナールは、湘南ゼミナールの授業料単価アップ・講習参加率の向上に加え、河合塾
マナビスの生徒数改善等の影響により営業利益が増加

FY2023-4Q累計
営業利益

㈱湘ゼミ
売上高増加

スプリックス
人件費
増加

FY2024-4Q累計
営業利益

（百万円）

スプリックス
広告宣伝費
減少

1,318

△485
△254

1,173

△439

㈱湘ゼミ
費用増加

324

スプリックス
その他費用
増加

スプリックス
売上高
増加

△46

195

△692

1,093

新規事業投資・
研究開発費増加
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四半期利益と通期着地点からの累計進捗率

SPRIX単体 ㈱湘南ゼミナール 進捗率

FY2024-4Q- 営業利益（進捗率の季節性）

⚫ 学習塾事業の特性により、当社は１Q（１０－１２月）、４Q（７－９月）に利益偏重
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FY202４ セグメント別業績

セグメント 売上高 前同比 営業利益 前同比 要因・トピックス

森塾 16,315 ＋784
(＋5.1%)

3,925 ＋200
(＋5.4%)

• 新規開校、生徒数の堅調推移に加え、授業料単価の
アップも寄与し、業績は好調

• 関西への開校も順調であり今後も計画的な新規開校
により業績拡大していく見込

湘南ゼミナール 9,086 ＋288
(＋3.3%）

679 △66
(△8.9%)

• 授業料単価のアップ・講習参加率の向上等により、

売上高、営業利益共に増加

• 小学生のコンテンツ拡充およびマーケティング強化
により総合進学コースの小学生の生徒数が増加

河合塾マナビス 3,121 15
(＋0.5%)

273 △38
（△12.3％）

• 成長のための土台固め期間であり、新規開校は抑制

• 生徒数の減少を改善すべくKPI管理を再度徹底し、
全学年の生徒数が増加し、今後業績改善を見込む

その他 3,336 ＋410
(＋14.0%)

△1,282 △271
（ー％）

• TOFASは世界51か国で実施。累計受験者数は
1200万人を突破

• 積極的な研究開発、投資を実施

（単位：百万円）

(注)FY2024より湘南ゼミナール運営の森塾を承継した影響により、湘南ゼミナール、河合塾マナビスに対するのれん償却額を各セグメント費用として計上
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セグメント別 生徒数・教室数の推移（対前年比）

セグメント FY2023 4Q FY2024 4Q 増減数 増減率

森塾

生徒数 49,089 55,357 ＋6,268 ＋12.8％

教室数 209 229 ＋20 ＋9.6％

湘南ゼミナール

生徒数 18,233 18,179 △54 △0.3％

教室数 196 203 ＋7 ＋3.6％

河合塾マナビス

生徒数 4,857 5,216 ＋359 ＋7.4％

教室数 50 51 ＋１ ＋2.0％
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株主還元
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⚫ FY2025は、引き続き配当は38円を維持予定

(配当金) (配当性向)
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FY2025 - 業績予想

（単位：百万円）
FY2024
（実績）

FY2025
（業績予想）

増減金額
（増減率、%）

売上高 31,860 34,000 2,140
（＋6.7%）

営業利益
（利益率、％）

1,093
(3.３%)

1,600

(4.7%)
＋507
（＋46.3％）

EBITDA
（利益率、％）

2,249
（7.３％）

2,800
（8.2％）

+551
（+24.5%)

親会社に帰属する純利益
（利益率、％）

500
（１．４％）

850
（2.5％）

+350
（+70.0％）

⚫売上高 ： スプリックス単体は、森塾の教室数・生徒数増加に加え、そら塾等の新規事業が牽引し増加

㈱湘南ゼミナールは、湘南ゼミナール、河合塾マナビスの生徒数向上の影響により増加

⚫営業利益 ： スプリックス単体は、従業員給与ベースアップによる人件費率増加、タブレット端末等
ITシステム関連費用の原価高騰、TOFAS等基礎学力事業への投資継続する影響等
あるも、学習塾事業中心のオーガニックな成長の影響から増加

㈱湘南ゼミナールは、湘南ゼミナール、河合塾マナビス売上高増加により増加
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FY2024 セグメント別トピックス

森塾
202４年8月に8教室（埼玉１、千葉２、大阪5）を新規開校
関西エリアに本格進出

FY2024は20教室（東京４、埼玉１、千葉２、神奈川１、大阪１２）を開校

湘南ゼミナール FY2024年は7教室（神奈川3 、埼玉4）を開校

河合塾マナビス FY2024年は1教室（千葉）を開校

その他

自立学習RED

そら塾

テキスト販売等

東京ダンスヴィレッジ

基礎学力事業

その他

202４年9月末時点で２21教室に

人気動画クリエイターの動画でそら塾の授業を紹介

引き続き、河合塾との協業による高校生向け教材の開発を促進
推薦入試への対応・ラインナップの拡充

2023年9月に渋谷校を開校

2024年9月末時点でTOFAS累計受験者数1,200万人を突破

TOFASがブラジル連邦共和国パラナ州 奨学金プロジェクトに採用決定
インドネシア共和国 東ジャワ州の4都市にてMOUを締結

(   )教育関連
サービス

New!

New!

「QUREOプログラミング教室」が全国3,000教室突破
2025年共通テストに向けた情報Ⅰに関する調査を実施

New!
New!

New!
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FY2024

（参考）森塾の合計生徒数と教室数

⚫ FY202４ 4Q末の教室数は229教室、生徒数は55,357人

⚫ ２０２3年１０月から、㈱湘南ゼミナール運営の森塾はスプリックスが継承

（生徒数） （教室数）
FY2021 FY2022 FY2023
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（参考）湘南ゼミナールと河合塾マナビスの生徒数と教室数
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⚫ 湘南ゼミナールは小学生のコンテンツ拡充およびマーケティング強化により総合進学コースの小
学生の生徒数が増加し、長期的な目線での施策が好調

⚫ 河合塾マナビスはKPI管理を再度徹底し、全学年の生徒数が増加



３.現況の振り返りと今後の展望について
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現況の振り返りと今後の展望について

① MISSIONとVISION

② 前期までの振り返り

③ FY2024会社全体での取り組み

④ 森塾 - 進捗状況の報告 / 今後の取り組み
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① MISSIONとVISION

MISSION

VISION

「教育」を通して、世界中の人に

「人生の新たなステージ(春)」を届ける。

「教育」でNo.1へ。
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② 前期までの振り返り
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研究開発費

EBITDA（右軸）

売上高（左軸）

(億円)

⚫ 塾ブランドの確立
⚫ ブランドポートフォリオの構築

⚫ 森塾を核とした拡大戦略
⚫ MISSION達成へ向けた布石

⚫ 基礎学力の向上に向けた事業展開

(億円)

⚫ 各進捗状況は堅調な推移

ブランド確立期
（上場～2020年）

拡大期
（2021～
2022年）

We are here!

MISSIONへの挑戦
2023・2024・2025
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① FY2024会社全体での取り組み

業容拡大に伴い本部を渋谷の新名所
「Shibuya Sakura Stage」へ移転

⚫スプリックスの社名「春」に由来する新たな場所、日本の流行発信地“東京・渋谷”から、スプリックス
メソッドを国内、そして世界へ広めていく

⚫これまで別に本部を置いていた湘南ゼミナールも横浜から渋谷へ移転し、 経営の一体化、事業の
さらなるシナジーを目指す

⚫流行発信地である“東京・渋谷”を拠点にリクルーティング強化を図り、国内外問わず、スプリックス
ブランドを展開することで、より多くの方に「人生の新たなステージ(春)」を届けていく
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➁ FY2024会社全体での取り組み

⚫日本企業のグローバルブランディングで数々の実績を有する佐藤可士和氏を、当社ブランド
クリエイティブディレクターとして招聘

⚫ TOFASを世界にリリースするなど、海外事業を積極的に展開しており、今後さらなるグローバルな
展開を行う上で、より強固なブランドを構築していく為、2024年4月よりスプリックスブランド
ロゴ、TOFASなど海外事業のサービスロゴを刷新するとともに、一部サービスをリニューアル予定

基礎学力を育成するトレーニングシステム「DOJO」については、ブランドイメージの一体化を
進めるため、スプリックスの名称を冠した「SPRIX LEARNING（スプリックス ラーニング）」
に改称

学習画面の操作性を高めるなどサービスをリニューアル

※国内で展開しているDOJOについては、公教育領域においては海外同様SPRIX LEARNINGに改称しますが、
民間教育領域においては当面DOJOのままといたします
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③ FY2024会社全体での取り組み

⚫ 関西圏へ森塾教室の開校を初めて実施し、商業圏を拡大

⚫ 湘南ゼミナール経営の森塾を、本年10月1日付で会社分割によりスプリックスが承継

⚫ 株式会社イングリッシュスクエアを、本年10月1日付で（株）湘南ゼミナールの完全子会社化
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④ 森塾 - 進捗状況の報告

⚫ FY2024は、新たに20校舎を開校。関西圏に本格進出し12教室を開校

⚫ 湘南ゼミナール経営の森塾を、本年10月1日付で会社分割によりスプリックスが承継

⚫ 森塾のネットワークは10都府県内229校に拡大

⚫ 生徒数、成績、教室開校数等の主要KPI目標を達成

⚫ 2024年9月には生徒数55,000人を突破
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④ 森塾 - 進捗状況の報告 森塾の関西進出について

① 森塾 石橋阪大前校：
阪急宝塚本線/阪急箕面線 石橋阪大前駅 徒歩3分
大阪府池田市石橋2-1-1 石橋リヴァーサイドビル2階

② 森塾 豊中校：
阪急宝塚本線 豊中駅 徒歩1分
大阪府豊中市玉井町1-1-1 エトレ豊中4階

③ 森塾 江坂校：
御堂筋線/北大阪急行南北線 江坂駅 徒歩1分
大阪府吹田市江の木町1-39 セーレ江坂8階

④ 森塾 都島校：
谷町線 都島駅 徒歩1分
大阪府大阪市都島区都島本通1-7-19 都島楠風ビル3階

⑤ 森塾 あびこ駅前校：
御堂筋線 あびこ駅 徒歩1分
大阪府大阪市住吉区我孫子東2-7-4 フレシュール我孫子2階

⑥ 森塾 堺東校：
南海高野線 堺東駅 徒歩1分
大阪府堺市堺区北瓦町2丁4-13 堺東ＥＨビル2階

⑦ 森塾 中百舌鳥校：
御堂筋線/南海高野線/泉北高速鉄道 なかもず駅/中百舌鳥駅 徒歩2分
大阪府堺市北区長曽根町51 リッツラムセスⅡ番館1階

⚫大阪府内の12教室は順調な立ち上がり。関西圏での先生採用も好調。入塾生徒数の増加へ注力中

⚫今後も関西圏で新規開校を計画中

⑧ 森塾 服部天神校：
阪急宝塚本線 服部天神駅 徒歩3分
大阪府豊中市服部南町1-3-9 アドバンスコート服部2階

⑨ 森塾 吹田校：
JR 京都線 吹田駅 徒歩 1 分
大阪府吹田市朝日町3-201-05 吹田さんくす3番館2階

⑩森塾 守口校：
谷町線 守口駅 徒歩 1 分
大阪府守口市京阪本通2-3-5 リバティービル守口3階

⑪ 森塾 十三校：
阪急宝塚本線/神戸線/京都線 十三駅 徒歩2分
大阪府大阪市淀川区十三本町1-5-8 十三センタービル3階

⑫森塾茨木市駅前校：
阪急京都線 茨木市駅 徒歩2分
大阪府茨木市永代町7-1 茨木恒和ビル4階
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④ 森塾 - 今後の取り組み

⚫ 関西圏を含め年間20教室以上の開校ペースで展開予定

⚫ 小論文テキスト等、推薦入試への対策テキストを開発し、大学受験へ向けた
高校生向け商品ラインナップを拡充、教務力を強化

⚫ 今冬から高校生向けの成績保証を導入予定。内部生だけでなく外部生の高校生増加を見込み、
4年後に生徒数75,000人を目指す

⚫ 高校生の増加による教室あたり生徒数増加、授業料単価上昇等を見込む

75,000人

(注)FY2024以降はイメージ

（生徒数） （教室数）
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⑤ 湘南ゼミナール - 進捗状況の報告

⚫ 進捗状況は計画通りの堅調な推移

⚫ 足元で小学生を含む中２以下の生徒数は前年を上回る

⚫ スプリックスグループシナジーにより、ハイレベル集団指導における教務力の向上、
オペレーションの平準化・仕組化等が進んでおり、教務力が底上げされ学力が向上、
合格実績として顕在化

⚫ 公立トップ校合格実績が伸長
（神奈川 昨春７４５名、今春７６５名 首都圏 昨春994名、今春１,０３１名）

⚫ トップ校合格を実現できる環境を構築すべく小学生戦略を強化し、コンテンツを拡充
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⑤ 湘南ゼミナール - 今後の取り組み

202６年KPI
横浜翠嵐高校/首都圏トップ校 合格実績引上げ

⚫ 合格実績とマーケティングに注力

⚫ 合格実績のマーケットへの浸透と並行して継続して年間３～５教室を開校

⚫ 小学生戦略を更に強化 イングリッシュ・スクエアの英語カリキュラムを総合進学コースへ導入予定

QUREOプログラミング教室を全教室へ導入予定

りんご塾を公立高一貫コース等で導入予定

⚫ 高い教務力を維持しつつ、小学生から長期的かつ計画的に学力を向上させることでトップ校合格実
績の引上げを図る
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⑥ TOFAS - 概要(1)
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⑥ TOFAS - 概要(1)
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⑥ TOFAS - 概要(1)

基礎学力定着に必要な
「のびしろ」が分かる

2 世界規模で基礎学力の
「比較」ができる

3基礎に特化し
学力を「評価する」

1

⚫ 「計算」 「英単語」 「漢字・語い」の3科目

⚫ PC・タブレット・スマホ、いずれかからWebサイトへアクセスし受験

⚫ 小学校低学年～中学校を目安に6つのレベルを用意
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⑥ TOFAS - 概要(2)

⚫ 世界共通での基礎学力検定がなく、TOFASを国際的な検定にすることで世界中の人達へ
貢献できるという想いから世界中へ向けて展開中

基礎学力の国際的なモノサシ 学習塾事業とのシナジー

英語
TOEFL
CEFR

⚫ 基礎学力を通じた塾の潜在顧客への
アクセス

⚫ 塾生による基礎学力向上ニーズ

学習到達度 PISA

数学、理科 TIMSS

基礎学力 ?

基礎学力事業
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⑥ TOFAS - 進捗状況の報告

FY202１

６万人超
１５万人超

30万人超

３５０万人超

累計受験者数 実績

累計受験者数 目標

100万人超

１５か国 ２５か国 3２か国 ４４か国

実績
12億円

研究
開発費

実績

12億円

１億円

51か国

TOFASの受験者数が好調に推移しているため
今期は投資額を当初計画より削減し11億円とする予定

目標
10００万人

1200万人超

2億円

⚫ 研究開発費12億円（計画比▲2億円）と抑制しながらも効率的かつ効果的な活動により、
FY2025末目標の1000万人を前倒しで達成

⚫ 受験者数目標は達成したものの、FY2025は更なる多くの国での受験者数増加とマネタイズを
目指し、継続して研究開発費を投下していく

FY202３ FY2024FY202２

目標
2００万人

11億円

FY2025
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⑥ TOFAS - 進捗状況の報告

⚫ 各国コロナ禍での教育水準の低下懸念ある折り、基礎学力測定・錬成ニーズをとらえ拡大

⚫ 現在世界５１か国で実施。各国政府・自治体と堅実に関係性を構築し、TOFAS拡大中

⚫ 東南アジア、中央アジア等のアジア地域、南米、アフリカなどで積極的なニーズがあり先行して
導入が進んでいる

ウガンダ

キルギス

インドネシア ボリビア

ブラジルフィリピン

エジプト
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⑥ TOFAS - 今後の取り組み

⚫ 受験者数は前倒しで目標を達成し、TOFASの世界的需要を確信
FY2025からは受験者数増加からマネタイズ主体にリソースを投下

⚫ 累計受験者数は1000万人を超えたが、TOFASの認知度には地域差あり世界的な認知度の
更なる向上を目指す

⚫ 受験者数は国によりバラつきあり、特定の国への受験者数偏重の解消に尽力していく

⚫ フィリピン、インドネシア、ベトナム、ブラジル、ボリビア、エジプト、ケニア等、
特に親交が深まり、交渉が進んでいる国々を中心にリソースを投下しマネタイズを目指す

⚫ 政府方針等からマネタイズ交渉が長期化している国も存在するが、各国政府に寄り添い、
タイミングを計り収益化を見込む

マネタイズの開始

各国知名度の向上

各国受験者数の増加



4. 参考資料
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事業紹介 – 自立学習RED 

⚫ AIタブレット教材を使用した学習塾

⚫ 「自分から勉強をする力」を育てる個別指導

⚫ 正社員講師×独自開発のAIタブレットを用い、子どもたち一人ひとりに合った学習カリキュラムを
提供

⚫ 教育サービスでは史上初の「日本サービス大賞 経済産業大臣賞」を受賞。「未来の教室」にも採択

⚫ ２０２５年９月時点で２２１教室。自営教室は６教室のみでFC展開が大部分を占める
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事業紹介 – オンライン学習塾 そら塾

⚫ オンラインで授業を行う学習塾。自宅で授業を受講可能

⚫ 小・中・高校生が対象。先生１人に生徒２人までの個別指導

⚫ 新型コロナウイルス感染症の流行に伴い発案され、以降堅実に成長している事業

⚫ 教室が存在しないため、先生や生徒が集まりにくい地域にお住まいの方々へも当社サービスを
届けることが可能に

⚫ 「送迎が必要ない」、「低価格」「部活や習い事と両立しやすい」などのアンケート回答が多数
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事業紹介 – 生涯教育 東京ダンスヴィレッジ

⚫ 初心者歓迎の社会人向けダンススクール

⚫ 対象者は２０～３０代の女性限定

⚫ ２０２３年９月に渋谷校を開校

⚫ 教室は渋谷駅・新宿駅・池袋駅から歩いて1分



48

事業紹介 – プログラミング ㈱プログラミング総合研究所

⚫能力測定コンテンツは当社子会社の株式会社プログラミング総合研究所の
「プログラミング能力検定」

⚫プログラミングの学習・教授・評価のための共通参照枠「Common Framework of 
Reference for Programming Skills（CFRP）」に完全準拠

⚫ ２０２５年の大学入試導入予定の試験範囲をカバー

⚫ビジュアル言語版、テキスト言語版（JavaScript/Python/Java）のどちらにも対応しており、
様々な方が受検可能
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事業紹介 – プログラミング QUREOプログラミング教室

⚫ 必修化されたプログラミングの学習・測定事業

⚫ 学習コンテンツは当社４０％出資の株式会社キュレオが展開している「QUREOプログラミング
教室」を提供

⚫ 2019年4月より全国各地への展開を開始し、わずか1年半で全国47都道府県に1,900教室以
上が利用。2024年3月末時点で３０００教室を突破

⚫ 大学入試の必須科目化に伴い、幅広い層のプログラミング学力の向上ニーズを捉え、今後拡大が
見込まれる
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事業紹介 – 基礎学力事業

⚫ 基礎学力測定・学習コンテンツのほか、教育機関向けのコンテンツを提供

⚫ 学校の先生の業務負担（授業の準備、テスト作成・採点）軽減や、テスト結果の還元により、
各生徒への効率的・効果的な指導が可能に

⚫ ３つのCBTプロダクト「TOFAS」「単元別テスト」「プログラミング能力検定」がセットになった
CBT商品

※単元別テスト・・・主要５科目に対応した従来の紙にかわる新しいCBT
児童・生徒個人だけでなく、クラス別、学校別のテスト結果もデータベースにて集積し、
現場教員が分析結果を日頃の授業改善のために活用可能

⚫ 「授業準備ネット」・・・「先生方の授業準備を効率化したい」という想いからサービスを開始した、
日本最大級の教師向け情報共有プラットフォーム

『令和6年度 文部科学省「日本型教育の海外展開（EDU-Portニッポン）」 応援プロジェクト』に
採択
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事業紹介 – 中国語・日本語教育事業 深圳大学東京校 ㈱和陽日本語学院

⚫ 本校は「中国のシリコンバレー」と呼ばれる深圳の有名総合大学である深圳大学の東京校

⚫ 文部科学大臣より指定された外国大学日本校。卒業生は、日本の大学院の入学資格、
日本の大学との単位互換等、日本の大学の卒業生と同等の資格が認められている

⚫ 深圳大学は世界大学ランキングの権威であるU.S.NewsやTHE(Times Higher 
Education)などの世界大学ランキングにおいて高い順位に位置しており、２０２４年
U.S.Newsランキングでは世界１８７位と、日本トップ私立大学に比べ、非常に高い順位

⚫ 東京の下北沢にて当社子会社の株式会社和陽日本語学院が運営

⚫ 定員は３１０名。中国人留学生が大半

⚫ 日本語教育と大学、人気専門学校への進学指導

２０２４年８月、深圳大学東京校と和陽日本語学院は、
ファーウェイ・テクノロジーズ・ジャパンの認定校へ
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SPRIXが考えるサステナビリティ①

先進の研究内容や
テクノロジーで

世界の教育格差解消

科学的なアプローチによる
塾用教材で

質の高い教育を安定的に提供

プログラミング学習・
検定事業でIT教育の

格差解消

最新テクノロジーを駆使して
先生の働きやすさと
女性活躍に貢献

安心の授業料と
質の高い指導の両立で

経済格差解消

個別指導の
オンライン化で
地域格差解消

教育格差の解消に
向けた取り組み

ESGのS（社会）の分野に重点的に取り組む
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SPRIXが考えるサステナビリティ②

人的資本投資はビジネスモデルの要

⚫ 「教務の仕組み化」で、講師の採用・育成・定着の負担を軽減

⚫ 「やりがい」「コミュニケーション力」を重視することで講師の採用枠を広げる

⚫ 「個別指導で業界シェアNo.1になる」「塾業界をあこがれの職業にする」ことでさらなる
人材獲得を見込む

［働きやすさを追求］

やりがい、楽しさを重視
ICTで業務負荷を軽減

［SPRIXミッション実践］

2年間に及ぶ研修期間
常に最新のICT教材を使用

［学力＋αの幅広い採用基準］

MISSIONの共感者
コミュニケーション力重視

採用

定着 育成

アナログ（人材）とデジタル（教材開発）の
融合がもたらす自律的成長モデル

人 × IT*
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（参考資料） データで見るSPRIX（FY2024末現在）

創業27年
従業員
1,490人

＊当社グループ調べによる

10のブランドで
No.1*

森塾
撤退教室なし

年間改善提案の数
80,000件*

森塾生徒数/教室
241人

売上高
318.6億(FY2024)

EBITDA
22.4億(FY2024)

研究開発費
12億(FY2024)
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データで見るSPRIX (ファクトシート)

（単位：百万円）
FY2019
（単体）

FY2020
（連結）

FY２０２１
（連結）

FY２０２2
（連結）

FY2023
（連結）

FY2024
（連結）

売上高 11,410 11,843 25,901 29,352 ３０,３６３ 31,860

営業利益 2,741 1,787 2,437 2,778 １,３18 1,093

EBITDA 2,851 1,937 3,385 3,938 ２,５21 2,249

総資産 10,861 11,485 19,277 19,574 20,143 20,448

純資産 7,642 8,091 8,864 9,774 ９,706 9,562

現金及び現金同等物の期末残高 6,819 7,308 6,163 5,935 6,007 5,359

自己資本比率(%) 70.4 70.2 45.9 49.8 ４8.0 46.5

売上高営業利益率(%) 24.0 15.0 9.4 9.5 4.3 3.4

EBITDAマージン比率(%) 24.9 16.3 13.0 13.4 8.3 7.1
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グループ会社概要

株式会社湘南ゼミナール

一斉指導を中心とする進学塾
湘南ゼミナール、河合塾マナビスの運営

◼ 小・中・高校生が対象の進学塾

◼ 公立中高一貫校の中学・大学受験指導

◼ 神奈川県を中心に首都圏に教室を展開

株式会社プログラミング総合研究所

株式会社サイバーエージェントとの

合弁会社

◼ 日本最大級のプログラミング検定

◼ 「プログラミング能力検定」の開発と運営

◼ プログラミング教育の為の評価指標提供

株式会社キュレオ

株式会社CA Tech Kidsとの
合弁会社

◼ 全国の学習塾や習いごとの事業者向け

◼ プログラミング教材の提供と授業支援

◼ 「QUREOプログラミング教室」を展開

株式会社和陽日本語学院

株式会社スプリックスの
100％子会社

◼ ㈱ひのき会から日本語学校事業を譲受け

◼ 中国人留学生を中心に海外からの留学生向け

◼ 日本語教育と進学指導を実施

株式会社スプリックス

個別指導型学習塾、テキスト販売、

基礎学力検定TOFAS運営など

◼ 小・中・高校生が対象の個別指導塾

◼ 全国に２００教室以上を展開

◼ 基礎学力検定TOFASを世界中で展開

株式会社イングリッシュスクエア

株式会社湘南ゼミナールの
100％子会社

◼ 小・中・高校生が対象の英語指導塾

◼ 大人向けの英会話コースも展開

◼ 30年以上の英語教育指導ノウハウ


